
統合マネジメント方針（環境・品質・労働安全衛生） 

  

当生協は、食料品を中心とした商品の供給および福祉・共済・旅行・文化などのサービス

を組合員に提供しています。組合員と職員が一緒になって力を発揮し、「安心・安全なくら

しづくり」と「平和で協同のある社会づくり」をめざします。  

 又、社会的責任を果たすために、環境・品質・労働安全衛生の国際規格（ISO14001、ISO9001、

OHSAS18001）を柱とした「統合マネジメントシステム（ＧＭＳ）」を組織執行の基本とし

て２００５年度から取り組んできています。  

 

統合マネジメントシステム（ＧＭＳ）をすすめるにあたり下記の点を順守、強化します。  

 

① 当生協の全ての事業活動に関係するコンプライアンスを徹底します。  

② 事業活動、商品、サービスに関する重点項目について統一的な目的・目標を設定

し定期的に見直します。 

③ 環境汚染の予防と対策を図ります。  

④ 労働安全衛生上でのリスクを減らし、継続的な改善を図ります。  

⑤ 引き続き、「生協品質」を共通の言葉として、その内容を組合員・地域に知らせ、

組合員ニーズへの対応力を図ります。  

⑥ 進捗状況を評価できるようにプログラムの目標・達成手段・日程を明確にした計

画づくりを行います。  

⑦ 手順書が有効に活用されているかを検証し、効果的に活用されるものとなるように

業務細則と手順書の見直しを行います。  

 

この間の商品事故等における教訓を基に、日本生協連、事業連合と共に信頼回復と更な

るレベルアップを追求してきています。一方で、デフレ経済の長期化による事業環境の悪

化もあり事業経営的には厳しさが増しています。この様な状勢の中でも事業経営を前進さ

せ組合員や地域への貢献を果たす為に、２０１０年度方針と併せて、特に下記の点を重点

項目として取り組みます。  

１．徹底して日常のコミュニケーションを図ります。  

～目標・計画の共有と実践、検証を毎月の職場会で行い共通理解を図ります。  

 毎日の組合員との会話（要望・要求の拾い上げ）を大切にし、その実現の為に努

力します。  

２．経営の回復を図ります。  

～標準・手順による作業の徹底と検証、見直しを進め生産性を高めます。  

３．産直商品、コープ商品や地産地消商品を商品事業の柱とします。  

～開発・改善への組合員参加と商品学習（職員も）を進め利用普及を図ります。  

４．統合マネジメントシステム（ＧＭＳ）に基づく業務執行の仕組みを確立します。  

  ～業務遂行レベルの引き上げのために、マネージャー研修に力を入れます。  

５．食の安心、商品の安全を確保する為に日本生協連、事業連合と共に品質保証体系の

構築、実践にさらに努力します。  

６．地球温暖化防止と環境負荷削減のために、省エネ法に基づく計画化とリサイクルル

ープ推進を図ります。～省エネ推進委員会の開催で共有化と実践、検証を進めます。 

 

 

２０１０年０４月２０日制定  

生活協同組合コープかごしま  

                      専務理事  松薗孝夫  


